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学みも 
びんう 

戸い ナ（ 

人の心の痛みを知ることから始めませんか0 

× 

「
お
年
寄
り
」
と
い
う
言
 

葉
を
使
う
の
が
た
め
ら
わ
 

れ
る
程
元
気
な
高
齢
者
が
 

『 
増
え
て
い
ま
す
▼
定
年
で
 

一
 

一
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
 

え
、
無
縁
だ
っ
た
料
理
に
 

興
味
を
持
ち
、
店
を
出
し
た
 

と
い
う
人
や
読
書
と
い
う
 

趣
味
を
生
か
し
、
読
み
聞
か
 

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
 

を
し
て
い
る
人
。
子
育
て
が
終
わ
り
、
 

長
年
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
大
学
に
通
い
 

始
め
た
人
な
ど
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
 

自
分
で
道
を
開
き
、
生
き
生
き
と
第
一
一
 

の
人
生
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
 

▼
急
増
す
る
高
齢
者
は
、
新
し
い
労
働
力
 

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
 

村
で
は
 
◇
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〉
 

あ
っ
せ
ん
 

の
名
称
で
、
仕
事
を
斡
旋
す
る
機
関
を
設
 

け
、
技
術
職
、
事
務
職
な
ど
広
範
囲
で
人
 

材
を
求
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
だ
か
ら
 

と
初
め
か
ら
あ
き
ら
め
ず
「
と
に
か
く
当
 

た
っ
て
み
る
こ
と
」
で
す
▼
高
齢
者
が
尚
 

齢
者
の
世
話
を
す
る
時
代
と
い
わ
れ
る
 

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
 

士
な
ど
の
資
格
者
が
重
要
視
さ
れ
そ
う
 

で
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
、
早
め
に
資
格
 

取
得
の
準
備
を
進
め
て
お
く
と
よ
い
か
 

も
…
〈
第
二
の
人
生
〉
は
、
自
信
の
あ
 

る
こ
と
、
好
き
な
こ
と
、
興
味
の
持
て
る
 

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
自
 

分
自
身
を
見
極
め
た
う
え
で
設
引
図
を
 

描
き
た
い
も
の
▼
先
輩
た
ち
に
負
け
ず
 

「
お
年
寄
り
」
で
は
な
く
「
先
達
」
と
呼
ば
 

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
 



(3) (2) 

あなたの健康おまかせください 
あきよし 

新内科医長 穐吉秀隆先生 

~ 6月I日付けで、赤池 

~ 町立病院に赴任いた 

可誉 きT しました穐吉秀隆 
ー F と申します。 

平成5年に、自治 

大学を卒業し、陸 
や海を巡って、こ 

こ赤池町にやって 

まいりました。 
今まで、へき地や離 

島の医療にたずさわっ 
てきましたが、大学では小児科を志望 

していましたので、赤池町では保健事 

業や子どもの成長にもお役に立てれば、 

と願っております。 

何卒よろしくお願いいたします。

奮 
田川郡民体育大 

卓 球 団体優勝 

個人（男子）優勝 日高景年 

準優勝名嶋健3位井倉俊二 

個人（女子）優勝名嶋恵子 

3位井倉知子 

男（ベテラン）3位水永貞義太田順之 

女（ベテラン）優勝平月~紀美子 

総合優勝 

団体（一般）優勝 青年準優勝 

個人（青 年）2位 日野 崇 

(5段の部）優勝武末―郎

女子バレーボール 優勝

バドミントン 団体 3 位 

壮年 3 位 女子 準優勝 

※屋外の種目は雨の為中止になりました。 

剣 道 

女子バレーボール 

ノ（ドミントン 

MY TOWN TOPICS まちのわだい 
ロビーで ニコンサート 

く I 
6月3日、役場町民ホールで、日本フィル議 

ハーモニイ交響楽団のメンバーら3人がミ二鷺 

コンサートを開きました。 鷺 

昼休みの時間を利用した演奏会でしたが、lIIi 

町民、職員80人が心なごむクラシツク音楽~lIi 

に耳を傾けました。今後も計画するそうです。議 

政治倫理審査会開かれる0 

II 
蹴ー難糠議編撫議舞維麟義一麟織織I 

6月~0日、町長等（助役、収入役 教育簾 

長）及ひ議員の資産報告書の審査会が役場会鷺 

議室で行われました。 驚 
平成6年~2月に制定された赤池町政治倫理驚 

条例に基づき毎年、行われ、審査後、意見書驚’ 

が提出されます。 謙 

  簾 
驚ホールインワンはむつかしい 
事：, 

6月~4日、町民グラウンドで、老人会、子鷺 

ども育成会合同の三世代スポーツ大会が（グ議 

ラウンドゴルフ）が行われました。 簾 

あいにくの雨で、午前中だけの競技となり驚 

ましたが、なごやかな雰囲気で終了。 蕪 
・試心 

「やはりゴルフは晴天にかぎる」と参加者I, 
::::: 

ぐ態編祉について考えてみまがノ, 
乙奉夢やニ ”。、，一‘ーュー、．，いぶ‘にん為‘、 
ク’、ー オープンキャンパ為 ～I、 

福智高等学校 

介護福祉専攻科（介護福祉士資格取得） 

実施日 第~回 平成~0奪8月2日（日） 

第2回 平成~0年10月4日 

スケジユール 9 】00～受付 

~0:00 学生の介護技術発表会（来校者（王）介護体験歓迎I!) 

~ 1:03 教育方針・内容説明および入学案内 

I 2:30 個別相談（入学について・介護について） 

場 所 福智高等学校介護福祉専攻科校舎 

田川市大字夏吉395番地6 ft0947-46 -2095 

生徒や地域の多くの皆様のお越しをお待ちしています刀 

参加しませんか 

任
期
満
了
に
よ
る
、
赤
池
町
長
選
挙
 

は
、
六
月
十
六
日
に
告
示
さ
れ
、
六
月
 

二
十
一
日
、
町
内
二
会
場
、
三
投
票
所
 

で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
長
に
は
現
職
の
水
永
康
雄
氏
が
、
 

町
民
多
数
の
支
持
を
得
て
、
再
選
を
果
 

た
し
ま
し
た
。
 

六
月
二
十
二
日
に
登
庁
し
た
、
水
永
 

町
長
は
、
菊
谷
春
夫
選
挙
管
理
委
員
会
 

委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
 

し
た
。
又
、
水
永
町
長
は
職
員
に
 
「選 

挙
中
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
 

見
を
聞
く
中
で
、
い
ち
早
い
財
政
再
建
 

団
体
か
ら
の
脱
却
と
町
民
参
加
の
豊
か
 

な
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
 

1 

行
財
政
改
革
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
、
 

失
業
対
策
事
業
の
存
続
、
伝
統
産
業
の
 

継
承
と
観
光
開
発
、
人
権
尊
重
の
社
会
 

じ
ゅ
ん
し
ゆ
 

づ
く
り
等
、
私
の
公
約
を
遵
守
し
た
い
。
 

職
員
も
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
意
識
 

を
持
ち
、
よ
り
住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
 

考
え
で
、
赤
池
町
を
さ
ら
に
住
み
良
く
 

す
る
為
に
熱
意
を
も
っ
て
下
さ
い
」
と
 

訓
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

投票の結果 

7,924 

6,847 

有権者数 

投票総数 

87.49 投票率（%) 

127 

6,720 

無効投票 

有効投票 

▲庁舎前で職員に出迎えられる水永町長 

イ1ゴ 岳ム 
ー11一 田” 

55 

60 

氏

大 島 勇 夫 

水 永 康 雄 

得票数 

2 , 8 4 9 

3 , 87 1 

\

＼

町

長

選

 

7
月
 12
 

日
③
は
 

参
議
院
議
員
選
挙
 

今
回
の
選
挙
で
 

投
票
で
き
る
人
 

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
 

昭
和
 53 

年
7
月
 13 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

人
で
、
平
成
 10
 

年
3
月
 24
 

日
以
前
か
ら
 

引
き
続
き
赤
池
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
 

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
 

一
投
票
入
場
券
は
、
投
票
2

日
前
 

一
一
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
 

投
票
入
場
券
は
、
投
票
日
の
2

日
前
 

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
は
、
 

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
が
書
い
 

て
い
ま
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度
確
 

か
め
て
く
だ
さ
い
。
 

投
票
は
2

回
あ
り
ま
す
。
 

【
投
票
】
 

①
福
岡
県
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
に
は
、
 

候
補
者
の
名
前
だ
け
を
書
い
て
く
だ
さ
 

い
。
名
前
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
 

に
な
り
ま
す
。
 

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
に
 

は
、
政
党
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
政
 

党
名
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
な
り
 

ま
す
。
 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
 

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
仕
事
や
 

旅
行
な
ど
の
た
め
投
票
で
き
な
い
人
は
、
 

，

、

j
ノ
 

投
票
日
 で
す
O
 

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

．
不
在
投
票
の
で
き
る
期
間
 

6
月
 25
 

日
か
ら
7
月
 11
 

日
ま
で
 

●
不
在
者
投
票
の
場
所
と
時
間
 

赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
）
で
、
 

午
前
8
時
 30
 

分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
。
 

土
曜
日
、
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。
 

●
不
在
者
投
票
の
手
続
き
 

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
 

（
入
場
券
が
届
い
て
お
れ
ば
入
場
券
を
 

持
っ
て
）
役
場
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
 

所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た
う
え
で
投
票
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
病
院
、
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
 

指
定
し
た
施
設
で
も
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

夏の成人式に替I,Jました。 
平成10年度赤池町成人式 

と き 8月15日出10時～ 

ところ 同和対策中央研修所 

内 容 式典・記念撮影・シンポジユーム 

該当者 昭和53年4月2日から昭和54年4月1日 

の間に生まれた方 

問い合わせ先 教育委員会 ft 28 - 4100 

“立ち直‘Iに温かい目を’' 
す 0 ・ 7月は社会を明るくする運動月問 

社会を明るくする運動は、すべての国民が、それぞれの立 

場において、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生 

（立ち直り）について、理解を深め、一人ひとりが力を合わせ 

て、犯罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。 

近年、少年非行は全国的に、~4歳から~6歳の低年令層の 

少年の占める割合が多く、しかも非行のー般化が進み、資質 

面でも、環境面でも、比較的問題のない少年による非行があ 

ると言われています。 

非行の内容も、殺人等の重大事犯が発生して社会の耳目を 

集めてい流他、万引き、乗り物盗などの窃盗や少年の心身を 

むしばむシンナー、覚せい剤等薬物が多発するなど、次代を 

担う少年の非行は憂慮すべき状況にあります。 

住民ー人ひとりが、この少年非行の実態を認識して、地域 

環境の浄化に心がけるとともに、不幸にして罪を犯した人た 

ちや非行に陥った少年の立ち直りを温かい目で見守りつつ、 

かつ、援助の手をさしのべ、明るい社会をつくりましょう。 

〔統ー標語〕 「ふれあいと対話が築く明るい社会」 

●つどいの会（身体障害者の集団見合い） 

9 月6日（日）10時30分～15時（受付10時～10時30分） 

北九州市小倉北区大手町幡揚北九州市立女性センター「ムーブ」 

無料但し、昼食は自己負担（1,000円） 

7月31日国ただし、期日前に会場が満員となつた場 

合は、次回71回に出席していただくことになります。 

(肋福岡県身体障害者福祉協会 

春日市原町3丁目1-7 ft 092-584-6069 

時
 

場 所 

参加費 

申込締切 

申 込先 
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(5 

健康はあなたの体の通知表 ~ 

ー勿きちんと受けて生活習慣病を予防しよう〇 みんなでつくろう 
しあわせな田 

わ
た
し
も
 
あ
な
た
も
 

差
別
を
見
抜
き
 

差
別
を
し
な
い
さ
せ
な
い
許
さ
な
い
」
 

ひ
 
と
 

そ
ん
な
人
間
に
な
ろ
う
 

そ
し
て
 

差
別
も
な
い
 
偏
見
も
な
い
 

そ
ん
な
町
を
 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
 

あ
な
た
も
 
わ
た
し
も
 

日
本
の
死
因
の
第
 

が
ん
 

一
位
は
癌
で
す
。
 

次
い
で
、
脳
卒
中
と
 

心
臓
病
で
す
。
心
臓
 

病
と
脳
卒
中
は
、
 
い
 

ず
れ
も
循
環
器
の
病
 

気
で
高
血
圧
、
動
脈
 

硬
化
や
糖
尿
病
と
深
 

い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
病
気
 

は
働
き
ざ
か
り
の
人
 

が
あ
る
日
突
然
倒
れ
、
 

帰
ら
ぬ
人
と
な
る
こ
 

と
も
少
な
く
あ
り
ま
 

せ
ん
。
こ
れ
を
防
ぐ
 

た
め
に
も
定
期
健
診
 

を
受
け
、
自
分
の
体
 

の
具
合
を
知
っ
て
お
 

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、
赤
池
町
 

の
健
診
結
果
を
み
て
 

み
ま
し
ょ
う
。
 

昨
年
基
本
健
診
受
 

診
名
は
棚
人
で
、
そ
 

の
う
ち
要
指
導
、
要
 

医
療
の
判
定
を
受
け
 

た
方
は
翻
人
で
し
た
。
 

表
の
と
お
り
異
常
 

の
み
ら
れ
た
方
の
2
 

人
に
1

人
は
総
コ
レ
 

ス
テ
ロ
ー
ル
や
H
D
 

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
 

等
の
脂
質
異
常
に
関
 

わ
る
も
の
で
す
。
次
 

に
多
い
の
が
高
血
圧
 

で
す
が
、
境
界
域
高
血
 

圧
も
含
め
る
と
全
体
 幸

せ
に
生
き
る
 
権
利
が
あ
る
 

お
か
 

お
か
 

「
侵
さ
す
 

侵
さ
れ
す
」
 

ひ
 

と
 

そ
ん
な
人
間
に
な
ろ
う
 

そ
し
て
 と

ー
つ
と
 

人
間
の
尊
さ
を
大
切
に
す
る
 

そ
ん
な
町
を
 

み
ん
な
で
つ
＜
ろ
う
 

わ
た
し
も
 
あ
な
た
も
 

心
と
心
を
か
よ
わ
せ
て
 

「
人
権
守
っ
て
差
別
を
な
く
す
」
 

ひ
 
と
 

そ
ん
な
人
間
に
な
ろ
う
 

そ
し
て
 

幸
せ
の
輪
を
み
ん
な
で
広
け
る
 

そ
ん
な
町
を
 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
 

~、、 

, 1 

の
4
割
近
く
を
占
め
る
こ
と
に
叫
り
ま
 

す
。
ワ
ー
ス
ト
5

の
現
状
か
ら
、
循
環
 

器
疾
患
の
危
険
因
子
を
多
く
持
っ
て
い
 

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

こ
こ
に
も
、
脳
卒
中
、
心
疾
患
な
ど
 

の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
、
健
診
の
 

結
果
を
も
と
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
 

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

最
近
、
 

一
部
の
ガ
ン
検
診
の
有
効
性
 

に
つ
い
て
疑
問
視
す
る
声
が
新
聞
や
テ
 

レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
聞
か
れ
 

た
人
は
 
「
ガ
ン
検
診
は
、
効
果
が
な
い
」
 

「
受
け
て
も
意
味
が
な
い
」
な
ど
と
思
 

わ
れ
た
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
 

で
し
ょ
う
か
。
 

厚
生
省
は
、
「
有
効
性
の
根
拠
が
必
 

ず
し
も
十
分
で
は
な
い
」
と
 

の
記
載
は
、
ま
だ
完
全
な
証
 

明
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
 

う
意
味
で
「
右
効
性
に
疑
問
」
 

「
有
効
性
が
認
め
ら
れ
な
い
」
 

と
い
う
こ
と
と
は
違
う
と
の
 

解
釈
を
ポ
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
胃
、
子
宮
頚
、
大
 

腸
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
は
、
 

「
有
効
性
を
証
明
す
る
に
十
 

分
な
根
拠
が
あ
る
」
と
し
、
 

総
体
と
し
て
の
が
ん
検
診
の
 

有
効
性
に
つ
い
て
は
、
 
一
部
 

の
報
道
と
は
異
な
り
肯
定
的
 

に
評
価
し
て
い
ま
す
0

ガ
ン
 

は
、
初
期
の
こ
ろ
に
は
ほ
と
 

ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
 

ん
。
そ
こ
で
年
に
一
度
は
定
 

期
検
診
を
受
け
、
早
期
治
療
 

を
心
掛
け
る
こ
と
を
お
勧
め
 

し
ま
す
 

同
和
問
題
の
解
決
は
私
た
ち
み
ん
な
の
課
題
で
す
。
 

人
の
世
に
熱
あ
れ
 
人
間
に
光
あ
れ
 

我
が
国
初
の
「
人
権
宣
言
」
 

見
出
し
は
、
我
が
国
で
最
 

初
の
人
権
宣
言
と
い
わ
れ
る
 

「
水
平
社
宣
言
」
の
締
め
く
く
 

り
で
す
。
 

大
正
十
一
年
三
月
三
日
、
 

京
都
市
岡
崎
公
会
堂
で
「
全
 

国
水
平
社
」
が
結
成
さ
れ
た
 

と
き
の
宣
言
文
で
す
。
今
年
で
 

七
十
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

「
人
権
」
は
今
、
世
界
の
潮
 

流
で
す
。
「
平
和
と
共
生
」
の
 

根
源
で
あ
る
「
人
間
を
尊
敬
す
 

る
こ
と
」
と
云
う
、
崇
高
で
壮
 

大
な
思
想
、
そ
し
て
尊
厳
な
い
 

の
ち
と
人
権
の
賛
歌
を
そ
の
 

基
本
方
針
に
定
め
た
の
が
、
全
 

国
水
平
社
で
し
た
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
 
こ
の
宣
 

言
は
日
本
最
初
の
「
人
権
宣
言
」
 

と
し
て
歴
史
に
大
書
さ
れ
る
 

「
金
字
塔
」
で
あ
る
と
い
え
ま
 

す。 大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
 

と
は
い
え
、
今
か
ら
七
十
六
年
 

も
前
に
「
世
の
中
が
ど
ん
な
に
 

冷
た
い
も
の
か
、
，
ま
た
、
人
間
 

が
ど
ん
な
に
冷
た
い
も
の
か
。
 

世
間
は
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
 

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
人
 

間
は
常
に
光
り
輝
く
存
在
で
 

健
診
で
「
異
常
な
し
」
 

と
い
わ
れ
た
人
も
、
油
 

断
禁
物
で
す
。
あ
く
ま
 

で
も
「
今
回
の
健
診
の
 

範
囲
内
」
で
の
こ
と
な
 

の
で
、
過
信
せ
ず
、
自
 

覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
 

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
 

相
談
す
る
こ
と
も
必
要
 

で
す
。
 

私
た
ち
の
体
は
、
老
 

化
へ
と
日
々
前
進
し
て
 

い
る
の
で
す
か
ら
…
。
 

健

診

は

継

続

的

に

 

行
っ
て
こ
そ
意
義
が
あ
 

り
ま
す
。
 

（平成9年度）異常ガみられた検査項目ワースト5 
肝機能 44人~ 

血糖値 63人

心電図 71人 ~ 

高血圧 79人 

粘 質 183人 

0 1 0.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 (%) 

ただいま健康診断の予約受付中です。 
7 月24日締切りまでに、必ずお申込み下さい0 

詳しくは、広報と一緒に配布しているちらしをご覧下さい。 
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l 爆.僻馨i峯命熱畿幽． 多 
多 

I機能悪る鷲径驚皆烈にチャl 今回、親と子・熱そ駕豊盤鷲】推進員の協三 
多 レンジします。 多のもと下記の通り開催します。夏休み中ですので、親子のふ多 
多 興味のある方はちよつとのぞいてみませんか？ 多れあいの場としてぜひ、ご利用下さい。 多 
多 障害を持つておられる方も健常者もー緒になって楽しめます。多 ●と き 8月5日(*)I Q:QQ--- ~ 3:00 多 
多 どなたでもご自由にご参加下さい。 多 ●ところ 赤池町民会館 多 
多●と き 7月28日(*) ~ 3:5Q-- I 5:QQ 多 ●対 象 小学校456 年の児童と保護者（父親大歓迎） 多 
多●ところ 赤池町勤労者体育館 多 ●募集人員 ~0組（定員になり次第締切り） 多 

多 一ーー讐響響鷲響編＝＝ー一。三 ’ 多 ●申込方法 7月24日までに健康衛生係までお電話ください。多 
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
人
間
性
の
 

尊
重
と
尊
厳
が
ど
ん
な
に
た
い
せ
つ
で
 

あ
る
か
を
提
起
し
た
血
の
叫
び
で
し
た
。
 

国

際

社

会

と

 
「
人
権
意
識
」
 

私
た
ち
の
生
活
は
、
 
一
応
、
不
安
の
 

な
い
豊
か
で
自
由
な
毎
日
で
す
。
そ
の
 

た
め
か
「
自
分
の
こ
と
だ
け
」
と
か
「
自
 

分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
 

他
人
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
無
自
覚
、
 

無
関
心
に
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
 

国
際
化
や
国
際
社
会
と
い
わ
れ
る
時
 

代
で
す
。
ま
ず
、
自
分
自
身
の
人
権
意
 

識
を
見
つ
め
直
し
、
身
近
な
家
族
や
隣
 

人
、
地
域
の
人
た
ち
に
対
し
て
尊
敬
の
 

念
を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。
 

国
際
社
会
の
中
で
、
地
球
人
類
の
一
 

員
と
し
て
、
共
に
生
き
る
た
め
に
、
さ
 

ら
に
人
権
意
識
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。
 

一
 

●ノ」、・中学校のポスター掲示（町内各所） 

●ふれあい体操会 

7月5日（日）午前8時 

町民グラウンド・上野小学校 

●同和問題講演会 

7月16日休）午後7時30分 

赤池同和対策中央研修所 

演題「寅さんの教育論」 

―人芝居福永宅司氏 

町民みなさんの参加をお願いします。 

z 
ーノ ー

 

」 ソ
 

r4 、 

鷺 

驚 ノ 

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
福
祉
の
資
格
 

取
得
を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
 

ま
す
が
、
通
信
教
育
三
十
五
年
の
指
導
 

経
験
が
あ
る
N
H
K
学
園
で
は
、
来
年
 

四
月
も
福
祉
の
通
信
教
育
の
生
徒
を
募
 

集
し
ま
す
。
 

一
つ
は
、
国
家
資
格
・
介
護
福
祉
士
 

の
受
験
資
格
が
二
年
間
で
取
得
で
き
る
 

「
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」
 
コ
ー
月
一
日
か
ら
 

願
書
受
付
）
、
一
一
つ
は
、
厚
生
省
認
定
 

の
 
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2

級
課
程
お
よ
 

び
1
級
課
程
」
（
一
月
一
日
か
ら
受
付
 

開
始
）
、
三
つ
目
は
放
送
と
と
も
に
学
 

ぶ
 
「
手
話
講
座
」
 
コ
ー
月
一
日
か
ら
受
 

付
）
で
す
。
 

い
ず
れ
も
人
気
が
高
く
、
毎
年
定
員
 

を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
る
と
の
こ
と
 

で
、
希
望
が
あ
れ
ば
早
め
に
申
し
込
む
 

こ
と
で
す
。
 

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
左
 

記
に
連
絡
す
れ
ば
資
料
が
送
ら
れ
て
き
 

ま
す
。
（
案
内
書
無
料
）
。
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(7) (6 ) 

ノ 奄ン 
ー このコーナーは田川市郡の情報コーナーです 

ラマ雄ジむs才フ 
〇田川市 

●英展～自然‘風景～6月30日閃～7月20日（月）田川市美術館 
●なつかしの名画展7月31日金～8月2日（月）田川文化センター 
●来てみんねかながわ毎週日曜日8時金川農協前広場 

〇金田町 
●~・LOVE・カナダFiesta 7月23日・24日18時～新町通 
●アドベンチャーふれあい塾7月19日～22日ふれあい塾 
●ふれあい朝市金田駅西口毎週水・土曜日7時～ 

〇方城町 
●同和講演会7月7日13時町民体育館 

講師田中弘先生（筑紫野市隣保館長） 
●子ども会ソフトボーJけこ会7月26日旧）8時へ担J民グラウンド他 
●農産物直売ふれあい市毎週土曜日9時～中央公民館駐車場内「学林館」 

〇糸田町 

●同和問題講演会7月23日（日）19:00～文化福祉総合会館 
●男女共同参画推進特別講演会 7月26日（日）午前10時～12時 

講師福岡県副知事稗田慶子氏 
演題「21世紀に向けた女性の生き方を考える」 

〇大任町 

●子ども会球技大会7月26日（日）8:30--B&G体育館他 
〇川崎町 

●子ども会夏季スポーツ大会7月19日（日）9時～町民運動公園 
〇添田町 

●子ども球技大会7月19日（日）そえだサン・スポーツランド他 
問合せ添旺丑りネ桧教育課 

福祉センタ の行事 
。休 館 日／6日、13日、20 日、27日 

。頓どと市駁日／7日、17日、四日 
（午前11時～午後3時釦分まで） 

。健康相談日／14 日（午前10時加分～午後2時まで） 

。仏教講演会／なし 

。演 芸／入館者の方へご自由に 

舞台を提供しています。 

。福祉バス／夏休み期間（7月19日より8月31日まで） 

は、日曜、祭日運行となります。 
× ’。、HH民、フ下H圧口、ー‘かソd、y 。 ノ

‘ 有料指定袋で 、
、みんなで実現、ごみ減量ノ

つ

4町のごみの排出量の推移（ごみ全体）

糸田町、金田町、方城町、赤池町の4町では、こみ処理にかかる費用を 

「有料指定こみ袋」という形で町民の皆さまに一部負担をしていただくこ 

とになりました。こみをたくさん出す家庭（事業所）は負担が多くなり、 

こみが少ない家庭は、負担が少なくて済むようにしようというものです。 

これによって住民に皆さまに、こみ減量の意識をもっていただき、増え続 

けるごみから町を守りましょう。 

I 指定袋は半透明です 、 
、 分別の徹底を ノ 

千トン 
15  

12.633トノ 

指定袋は、ごみの種類別に色分けされ、半透明の袋になっています。 
~ 

11.935トン  ”9 98トン12』74トノ 

棚 

14 

13 

12 

11 

10 

‘年々増えつブける、 
、 4町のこみ ノ 

燃えるごみ（厨芥類） 

①家庭用の燃えるこみは、赤色の袋に入れて出してください。 

②事業用の燃えるこみは、黄色の袋に入れて出してください。 

こみは、人間が人間らしい生 

活をしていくうえで、どうして 

も出てくる排出物です。しかし、 

このこみが、私たちの明日の生 

活を脅かす存在になろうとして 

います。右のグラフは、糸田町、 

金田町、方城町、赤池町の4町 

の、ここ5年間のこみの排出量 

の移り変わりです。年々、こみ 

の排出量が急激に増えてきてい 

ます。現在、4町では、1人1 

‘当たり約1kgのこみを出して 

いることになります。 

こみの中には、たくさんの資源物が混入されています。資源は、限りあ 

るものです。この資源を再利用するには、完全に仕分けをしなければなり 

ません。これには、大変な労力と費用がかかります。こみを出すときは、 

決められた袋に分別をして、決められた収集日にきちんと出しましょう。 

そ
の
腕
に
県
の
未
来
を
あ
ず
け
よ
う
 

福
岡
県
職
員
（
初
級
）
募
集
 

0
種
類
o

一
般
事
務
o

学
校
事
務
o

警
 

察
事
務
o

土
木
o

建
築
o

農
業
土
木
 

0
試
験
日
9
月
 27 

日
卿
（
第
1
次
試
験
）
 

＠
資
 

格

昭

和

 50
 

年
4
月
2
日
か
ら
昭
 

和
 56 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

者
（
た
だ
し
、
大
学
に
お
け
る
在
学
 

期
間
が
2
年
を
超
え
る
者
を
除
く
）
 

o
受
 
付

8
月
 24
 

日
囲
1
9
月
4
日
国
 

＠
問
合
せ
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

任
用
課
公
 

只

U

Q
」】
 

ハU

(uvn
乙
・
ハ
h
）
ォ
仕
‘
1
 

・
つ
U

ハど 

平虜8年慶 平成5年童 平成6年農 平成7年度 

資源ごみ（資源として再生できる物） 

く 不燃物 ソ 

①缶、ビン類は、無色の袋に入れて出してください。 

②その他の不燃物は、青色の袋に入れて出してください。 

（  可燃物 ） 

①新聞紙類、雑誌類（紙パック）に分けて、緑色の袋に入れて出してください。 

②衣類だけを、緑色の袋に入れて出してください。 

③ペットポトル（ペット1）だけを、緑色の袋に入れて出してください。 

④段ポールだけを、一束にして青色のシールを貼って出してください。 

〇
会
 

場
田
川
地
区
消
防
ナ
 

講
堂
 

〇
定
 

員
 
80 

名
程
度
 

〇
受
 

付

7
月
 15 

日
困
ま
で
 

〇
申
込
書
類
受
講
申
込
書
・
写
真
2
枚
 

（
ポ
ラ
ド
イ
ド
写
真
は
不
可
）
 

〇
受
講
料
四
千
円
 

〇
申
込
問
合
せ
先
田
川
地
区
消
防
本
部
 

予
防
課
予
防
係
公
 44 

1
0
6
5
0
 

（
内
線
3
0
7

) 

〇
日
 

時

8
月
5
日
困
 13 

時
ー
 16 

時
 

〇
場
 

所
「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
」
ア
リ
ー
 

ナ
棟
大
ホ
ー
ル
（
福
岡
県
春
日
市
）
 

〇
内
 

容
求
職
相
談
・
職
業
紹
介
・
資
 

料
情
報
コ
ー
ナ
ー
他
 

※
参
加
自
由
で
す
。
 

〇
問
合
せ
福
岡
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
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粗大ごみ 
ごg麓琴は鷲費葉灘難 

家具類、電気製品等の大型こみは、個々に黄色のシールを貼って出してください。 
、 

愛
の
お
く
り
も
の
 

町内ー斉清掃日7月19日⑧午前8時30分（雨天中止）泥、草木、家庭ゴミは除きます0 

順
不
同
・
敬
称
略
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
o

石
橋
春
代
（
貴
船
）
故
 

正
利
o

安
田
健
一
（
赤
池
町
）
故
虎
雄
o
 

長
谷
川
道
春
（
市
場
七
区
）
故
フ
ジ
エ
 

以
上
3
件
十
万
円
 

【
寄
付
】
o

赤
池
町
喜
謡
会
H

三
万
円
 

o
匿
名
H

千
円
o

匿
名
H

三
千
五
百
円
 

o
匿
名
H
千
七
百
円
o

匿
名
H

三
千
五
 

百
円
匿
名
打
千
七
百
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
・
一
般
一
口
千
円
）
 

o
高
津
牟
津
美
H
十
ロ
o

尾
形
秋
子
H
 

三
口
 

【
特
別
協
賛
会
費
】
（
企
業
・
法
人
一
口
一
万
円
）
 

o
赤
池
協
同
医
院
H

三
口
o

ア
ワ
ヤ
呉
 

服
店
H

三
口
 

【
古
切
手
】
o

万
燈
社
廿
五
千
七
百
111 

十
六
枚
o

菅
ユ
キ
子
H

四
十
二
枚
o

赤
 

物
価
を
考
え
る
通
信
講
座
 

野
菜
や
肉
の
値
段
が
高
く
な
っ
‘
た
、
 

公
共
料
金
が
上
が
っ
た
な
ど
、
私
た
ち
 

は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
値
動
き
だ
け
 

に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
0
 

経
済
の
し
く
み
と
価
格
が
ど
の
よ
う
 

な
関
係
に
あ
る
の
か
な
ど
、
物
価
問
題
 

に
つ
い
て
体
系
的
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
 

ん
か
。
 

【
学
習
期
間
】
8
月
ー
 10
 

月
の
3
ケ
月
間
 

【
応
募
対
象
】
 
18 

歳
以
上
の
県
在
住
者
 

【
応
募
人
数
】
百
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

【費 

用
】
無
料
（
交
通
費
・
切
手
代
 

は
自
己
負
担
）
 

【
申
込
方
法
】
は
が
き
に
①
名
前
②
年
 

齢
③
住
所
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
 

え
、
7
月
 21 

日
因
必
着
で
。
 

【
申
込
み
先
】
〒
師
ー
御
（
住
所
は
記
 

入
不
要
）
福
岡
県
生
活
文
化
課
く
ら
 

し
情
報
係
ま
で
公
0
9
2

・
6
4
1

・ 

Q
U

只
リ
ハ
h
)
4
吐
 

名
球
会
が
や
っ
て
く
る
ノ
 

〇
と
 

き
 
9
月
6

日
卿
 

午
前
9
時
ー
 

〇
と
こ
ろ
 
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
 

（
田
川
郡
添
田
町
）
 

〇
内
 

容
野
球
教
室
講
演
（
金
田
正
一
『
）
 

・
抽
選
会
・
親
善
試
合
他
 

※
名
球
会
と
は
、
往
年
の
大
投
手
、
金
 

田
正
一
の
提
唱
で
誕
生
し
た
「
昭
和
生
 

ま
れ
の
プ
ロ
野
球
に
貢
献
し
た
選
手
」
 

の
集
ま
り
。
会
員
資
格
は
、
打
者
が
一
 

千
本
安
打
以
上
、
投
手
が
二
百
勝
以
上
 

で
、
現
在
の
活
動
会
員
は
 37 

人。 

ー
 

ノ
 

池
保
 

」n

三
十
枚
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
 
o
福
祉
バ
ス
内
ふ
 

れ
あ
い
基
金
箱
H

八
万
九
千
八
百
六
十
 

五
円
 

※
お
詫
び
と
訂
正
 
賛
助
会
費
の
欄
で
 

六
月
号
記
載
が
半
田
名
和
子
H

一
ロ
で
 

し
た
が
十
ロ
の
誤
り
で
す
。
 

赤
池
町
民
会
館
図
書
室
 

【
寄
贈
】
o

原
田
登
（
松
本
）
書
物
 30 

冊
 

傘
成
 10
 

年
度
（
後
期
）
訓
練
生
募
佳
（
ノ
 

イ
 

県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
×
 

【
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
】
 

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
基
礎
か
ら
各
種
ソ
 

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作
、
簿
記
に
よ
る
帳
 

簿
処
理
等
ォ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
全
般
に
つ
 

い
て
の
専
門
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
幅
 

広
い
実
務
能
力
を
習
得
し
、
各
種
検
定
 

試
験
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
 

〇
定
 

員
 
30 

名
 

〇
訓
練
期
間
6
カ
月
 

〇
募
集
期
間
7
月
6
日
囲
1
8
月
 14
 

日
圏
 

看

護

力

開

発

講

習

会

 

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）
、
 

准
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
 

で
、
こ
の
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
い
方
 

は
、
是
非
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
日
 

時

9
月
7

日
囲
ー
 11
 

日
圏
 

(9
時
 30 

分
ー
 16 

時） 

●
会
 

場
麻
生
飯
塚
病
院
 

（
飯
塚
市
芳
雄
町
3
1
 83 

) 

●
申
込
・
問
合
先
福
岡
県
看
護
協
会
 

、 Z ー,I..="“一，Iコで」ユAてユつ．~-1"=“一- - -l-、 Ju.i,一．」4妻i 
．出)I I  王り重！子：省Iム現垢再I坐（刀dDJUb変雲II 

田川郡社会教育振興協議会では、いつでもどこでも、だれでも楽しみながら学ぶことができる生涯教育をめざし 
て、今年度からモデル的に講座を実施することになりました。前期については、下記の町村で開催されます。田 
月郡内に居住している方は、誰でも、どこにでも参加できます。 

容
0
9
2

・
7
1
4

・
5
2
0
3
 

※
募
集
人
員
は
 50 

名
、
受
講
料
は
無
料
 

で
す
。
 

町村 広域講座・教室名 人数 開催時期 回数 申 込 み その他 

香春町 郷土史講座 20名 随 時 月1回 
香春町学習課 

公32一2162 

赤 村 子供の木工作教室 10名 10:00 '-12:00 1 赤村社会教育課 
公 62一3003 

材料費は自己負担 
参加費1人500円 

大任町 水墨画教室 10名 第1・3月曜日 
9:30 -12:00 

大任町社会教育課 
公63一2242 材料費は自己負担 

川崎町 青少年の釣り教室 50名 8月8日出 1 川崎町社会教育課 
公72一3000 

成人参加可能 

〇

選

考

日

9
月
4
日
国
午
前
 10 

時
 

〇
入
校
予
定
 
10 

月
7
日
因
 

〇
間
合
せ
先
福
岡
県
立
高
等
技
術
専
門
 

校
公
0
9
4
9
6

・
2

・
6
4
4
1
 

50 
周
年
を
む
か
え
た
検
察
審
査
会
 

今
年
は
検
察
審
査
会
制
度
が
で
き
て
 

50 

周
年
に
当
た
り
ま
す
。
 

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
 

庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
加
害
者
 

を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
、
こ
の
よ
う
な
 

場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
良
し
悪
 

し
を
検
察
審
査
会
事
務
局
公
 42
 

1
0
1
 

6
3
ま
で
 

× 
囲碁同好会だより 

 ノ 

6月例会優勝者 

A ノ（ート 
中川冨男（新町） 

B パート 
日高安信（貴船） 

7月例会 

12日 （日曜日） 

9:30 -16 :00 

猿畑公民館 

田中会長より 

一「『 

「
霧
曹
．
雷
旬
ば
曹
段
着
の
日
常
轟
麟
尋
の
か
ら
の
発
見
 

F
に
「
十
：
に
・
』
巨
陰
に
に
H
醸
」
巨
巨
・
・
に
巨
・
舞
げ
」
 

“、、 ノ
／一

ブ赤池町公民館句会ぐ

ー歩選 

山
を
消
レ
方
角
消
し
て
梅
雨
に
入
る
 

ふ
と
阿
蘇
の
風
に
合
ひ
た
き
タ
黄
菅
 

麟

蓮

ゃ

モ

ネ

の

幻

想

ま

の

声

読

り

 

襲

ま

だ

き

光

と

ら

 へ
 
て

未

草

 

大
阿
蘇
の
魔
物
の
ご
と
き
梅
雨
の
雲
 

梅
爾
し
と
g

老
猫
の
こ
と
偲
織
醤
々
 

郭

公

の

声

千

金

 の

重

 み
報
」
輝
響
げ
 

バ
 
イ

キ

ン

グ

和

洋

折

衷

冷

奴

 

色

づ

き

て

程

よ

き

甘

味

杏

子

の

実

 

食
欲
の
一
展
る
き
 
っ
 
か

け

夏

大

根

 

新

刊

書

か

た

 へ
 
に

眼

鏡

夏

座

敷

 

梅

雨

の

無

き

国

へ

新

婚

旅

発

て

り

 

選
 

者
 

吟
 

小
場
 
妙
子
 

大
久
保
幸
子
 

村
上
 

寿
子
 

大
久
保
昭
女
 

西
郷
里
末
子
 

吉

田

 

弘
 

末
松
ト
モ
子
 

堀
川
、
ン
ス
「
エ
 

国
広
喜
代
子
 

辻
罵
 

池
 田
 
駒幸 

く：；嚢：:：也 

× 

「
・
ー
ー
 

ー
・
・
ー
：
I
ー
：
ー
：
ー
：
ー
：
ー
ー
に
「
H
「
弓
ー
：
ー
・
・
ー
ー
：
ー
：
ー
一
 



●
麻
し
ん
（
は
し
か
）
 

o
7
月
3
日
国
・
赤
池
町
立
病
院
 

13 

時
 30 

ー
 14
 

時
 30 

分
 

●
三
種
混
合
 

o
7
月
 15 

日
因
・
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

●
4

カ
月
児
・
7

カ
月
児
健
診
 

o
7
月
 27
 

日
囲
・
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

●
母
子
手
帳
の
交
付
 

o
7
月
8

日
困
・
役
場
保
健
室
 

13 

時
 30 

分
ー
 15 

時
 

●
住
民
健
康
相
談
 

o
7
月
 15 

日
困
・
役
場
保
健
室
 

13
 

時
 30 

ー
 16 

時
 

×
夏
休
み
親
子
教
室
荒
者
葉
ノ
 

偏
設
見
学
「
県
政
ハ
ス
．
Ah
ロ
ー
チ
号
』
 

0
見
学
日
 
8
月
5

日
困
午
前
9
時
 

（
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー
集
合
・
出
発
）
 

⑥
見
学
施
設
・
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
 

（
朝
倉
町
）
・
あ
ま
き
水
の
文
化
村
 

＠
資
 

格
県
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
 

者
（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
保
護
者
 

は
成
人
の
方
1
名
に
限
り
ま
す
。
）
 

0
人
 
数
 
45
 

人
程
度
 

0
応
募
方
法
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
 

〒
踊
ー
郷
福
岡
県
庁
県
民
情
報
広
報
 

課
広
報
係
あ
て
送
付
 

0
応
募
締
切
7
月
 10 

日
団
 

＠
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
準
備
し
ま
す
）
 

＠
詳
し
く
は
、
県
民
情
報
広
報
課
公
0
9
 

2

・
6
5
1

・
1
1
1
1
内
線
2
3
 

『
電
子
工
作
教
室
』
の
開
催
 

筑
豊
工
業
高
校
 

お
風
呂
の
ブ
ザ
ー
を
作
っ
 

ん
か
？
・
 

a a 
平成10年度 

自衛官募集 
試験種目 資格等 受付期間 試験日 

航空学生高卒（見込）8 3日錯縦 
（男女） 21歳未満の者9月11日3谷貰l鼎

磁慧羅篇日 8月19日出 

讐驚綴島に鷺日 9月23日(*) 
陸（2 1827験あ読器●じてmて『1慧

陸（i与ぐ器8 3 8 9 208(B)9 11E 9 21H( ) 
て
見
ま
せ
 

〇
日
 

時

7
月
 26
 

日
囲
 

9
時
ー
 

〇
場
 

所
筑
豊
工
業
高
校
電
気
科
 

直
方
市
頓
野
4
0
1
9
1
2
 

〇
対
象
者
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保
 

護
者
同
伴
）
 

〇
人
 

員
 
20 

人
程
度
（
先
着
順
）
 

〇
参
加
費
無
料
 

〇
申
込
み
筑
豊
工
業
高
校
公
0
9
4
9
 

● 一 ‘一 一 ． 一 ‘ ' . ． 、 一、 一一 一 一 一 ー ‘ 一  ー 一 ■ 
忘れていませんかお年玉商品の引き換えー 

引き換え期限は7月15日困までとなっています。 

お手元の年賀状をお確かめのうえ、郵便局まで。 

当選番号等 内 容

1 等 ぐ》ワイドテレビ⑨ハンドへルドパソコン・ 
A・B組共通 デジタルカメラO電動駆動補助力付自転車 
.186861 ())液晶デジタルカメラ 

561816 (4点の中から1点）

聾E 《》コンパクトカメラ《》ふるさと小包6 個 

起呼課 - )LiMDち貴，二ト（外国製品） 
へ’、‘，~ 

I．了ニ了 0 高級掛け・敷きふとんセット 
(6 点の中から1点） 

3 等 ふるさと小包賞

A 讐●14ケタ⑨ふるさとノハ包 
5938 （精選100点の中から1点選択） 

‘ 吐 

-lAB 組轟 お年玉切手シ一ト賞 

忍て．名 ⑥お年玉切手シ一ト（50円十80円） 

一  ■ 
なつかしの名画祭 

第5 回「懐かしの名画祭」が行われます。 

と き 7月31日( )---8月2日（日） 

と ころ 田川青少年文化ホール 

上映映画 「夜の河」「五番町タ霧楼」「紀ノ川」 

「約束」「夢千代日記」「サンダカン 

八番娼館望郷」 

問い合せ 田川文化センター容44 -6470 

a 

町のうこき 

人口 10,273 (+3 ) 

男 4,8餌（+3) 

女 5,449（土0 ) 

世帯数 3,753 (- 5) 

平成10年5月31日現在 

n 一、 

平和への願い 
〔福岡県戦時資料展〕 

き 7月28日閃--8月11日関 

ろ 大川市文化センター 

公 0944-88 -00 I 5 
容 県民の皆様から寄贈された戦争 

および当時の生活を伝える資料 

の展示（満洲事変から太平洋戦 

争まで） 
’間合せ先 福岡県総務部総務課総務課タ 

公 (092 ) 622-0804 / 

こ
 

・
ン
」
・
ン
」
 

.
 
.
 

内
 

.
 

n乙
・
n
h
）
・
O
Q
U
n
乙
4
ュ 

〇
締
切
り
 
7
月
 18 

日
田
ま
で
 

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
私
た
ち
の
町
の
 

公
共
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

‘晦令 
t戸で、 

叫 
f 

市町村振興第383回全国自治宝くじ 

サマージャンボ宝くじ 

11115,000高 
ラツキーレジヤー賞50肩x4,000 

1 等6,000万円×1207 ／前後賞各4,500万円 

く直●A コ 

発売期間 7 月21日(W)--8月7日（金） 
（発売総額1,200億円・40コーニノトの場合） 

1等  6,000Jjヴ y9歪 I田せ'Uロ：0月’Oロじ’U 
1等0)前後貧 
1等の組週い賞 
2等 

鷹 
6等 

~て等ーー  
ー 一 ピフツ干ーレンヤー員 

4,500万円 
 10万円 
1.000万Pョ 
 100万P4 
  5万円 
 1万円 

240's 
  1 1,880 
 120 
 2.000本 
 80.000本 
400.卿本 

3.o00P4 4.000.000本 
300円ーーー- 40p叩.000本 

 50万円 4'000本 

サマージャンボ宝くじは通信販売でもお求めできます． 

どうぞご利用下さい． 

1枚300円 

お問い合わせ先tel. 0 3'3 596・3771肩il鵬 

見界全国都道府県~ツ 」~ 

こ
こ
最
近
、
毎
晩
 

の
よ
う
に
、
サ
ッ
カ
ー
 

W
カ
ッ
プ
を
深
夜
ま
 

で
見
て
い
る
せ
い
か
、
 

寝
不
足
気
味
で
頭
の
 

回
転
が
に
ぶ
り
（
普
 

段
も
働
い
て
い
な
い
 

が
）
、
な
か
な
か
原
稿
が
埋
ま
り
ま
せ
ん
。
 

今
、
ま
さ
に
日
本
中
が
、
サ
ッ
カ
ー
ー
 

色
に
染
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
 

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は
 

一
日
中
サ
ッ
カ
ー
の
放
映
、
新
聞
で
は
 

連
日
ス
ポ
ー
ツ
欄
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
ま
だ
、
サ
ッ
カ
ー
の
炎
は
消
え
 

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。
七
月
に
入
 

る
と
、
全
国
高
校
野
球
、
夏
の
選
抜
大
 

会
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
列
島
 

が
、
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
り
、
汗
と
 

俣
と
白
い
歯
の
高
校
生
達
が
、
日
本
を
 

感
動
の
渦
に
巻
き
込
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

し
ば
ら
く
は
、
寝
不
足
が
続
き
そ
う
 

で
す
。
m
 

一
 
一 

一
J
 

」 

〒
ー
 J

 


